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【論文要旨】
The purpose of this paper is to make some recommendations on the legal system that I believe
should be taken into consideration in the future concerning Article 212, Paragraph 1 of the
Japanese Income Tax Law (``§212◯''). To clarify this issues, I compared Japanese legal system
with the United States legal system while precedent cases of Japanese court.
§212◯ seems to impose an excessive burden on the withholding obligors, but it is diŠerent in the
United States. In the United States, the Tax Reform Act of 1984 enacted new Code Section1445
(International Revenue Code : IRC), Withholding of Tax on Dispositions of United States Real
Property Interests. IRC §1445 regulates ``withholding tax reduction system'' and ``a‹davit sys-
tem'' that Japan had not introduced at the time of the creation of §212◯, and these systems protect
withholding obligors.
Japan should adopt these systems in order not to impose as excessive burdens on withholding ob-
ligors, such as by applying the intergenerational treaty like ``the Convention on Mutual Administra-

















5 財務省 HP http://www.mof.go.jp/budget/budger_work‰ow/account/fy2016/ke2911c.html（最終アクセス
日2018年 9 月19日）参照。
6 国税庁 HP https://www.nta.go.jp/kohyo/tokei/kokuZeicho/gensen2016/pdf/03_tokeihyo.pdf（最終アクセ
ス日2018年 9 月19日）参照。























9「実体法である所得税法では，所得の帰属する者が『納税義務者』（同法 5 条 1 項）であるが，手続法である
国税通則法（以下「通則法」という。）では，源泉徴収の徴収義務者が『納税者』として規定されている






















































14 水野忠恒『大系租税法〔第 2 版〕』118～119頁（中央経済社2015年）参照。
これについて，前掲注13の年金二重課税訴訟判決や源泉所得税と同じく自動確定の税とされている登録免





















16 類似の事案として挙げられるのが東京地裁平成28年 5 月19日判決（裁判所 HP http://www.courts.go.jp/app
/hanrei_jp/detail5?id＝86346参照。最終アクセス2018年 9 月19日）であり，この事案は，不動産会社である






























するため X は所得税法212条 1 項に基づく源泉徴収義務を負うとして源泉徴収税の納税告知処分を受けた事
案である。本件において，Z4 が売買契約時において提出した戸籍抄本，住民票といった公的書類において
Z4 の氏名が記載されていた点が考慮されるべきか注目されるところとなったが，裁判所は X の請求を棄却














































































が許される範囲，と定義することができるであろう。水野忠恒『21世紀を支える税制の論理 第 4 巻高裁課
税の理論と課題〔二訂版〕』4 頁（税務経理協会1995年）。
28 例えば，米田隆・北村導人・黒松昴蔵「第 7 章非居住者・外国法人に係る源泉徴収」金子宏監修『現代租税




















する法律（法律第13号）は参議院本会議において平成 2 年 3 月30日に可決，成立し，同 3 月31日











155頁（日本税務協会1990年），木村嘉秀「国際課税関係の平成 2 年租税制改正点」『国際税務』10巻 6 号18
頁（国際税務研究会1990年）を参照。
32 Michael Hirschfeld, ``Withholding Tax on Dispositions of U.S. Realty by Foreigners'' TAXES-The Tax Maga-











「1984年法」という。）における International Revenue Code（IRC）§1445が始まりである。1984
年法の基礎となる外国不動産税法（Pursuant to the Foreign Investment in Real Property Tax Act
of 1980，以下「FIRPTA法」という。）の IRC §897を含めてその外観を確認する。
 米国源泉徴収制度の導入背景と FIRAPTA 法 §897
1980年に成立した FIRPTA 法に基づき，米国における不動産権益の譲渡を行う外国人は，一般
的に譲渡時の実現利益（any gain realized on the disposition）に税金を払わなければならない。も
ともと米国は，米国の不動産権益の外国人所有者を特定するための自己申告制度（確定申告制度）
を前提としていた。申告の代わりに，そして外国人投資家の身分開示を避ける手段として（avoid-
ing disclosure of the identity of foreign investors），投資家は財産が売却されたときに米国税額納税
額が確実に満たされることを保証するために内国歳入庁（International Revenue ServiceIRS）
との預金準備（security deposit）を取極めることが FIRPTA 法によって認められた32。FIRAP-
TA 法 §897は，次の図表 1 のとおりである。FIRPTA 法制定以前は，米国事業活動に実質的に関





33 米国事業活動に実質的に関連する所得（eŠectively connected with United States trade or business もしくは
eŠectively connected income）とは，直接または（代理人を通じた）間接とを問わず，米国内の事業活動に
有機的に関連した所得とされる。なお，これは米国独自の考え方として，1966年の外国投資家課税法
（FITA 法Foreign Investors Tax Act of 1966）により導入された「実質関連概念」が使用されているが，
これはソース・ルールにより国内源泉とされた所得について，「総合課税」か「源泉に分離課税」かを区分
する基準（特定の国外源泉所得については，総合課税の対象に取り込む基準）として用いられている。
Richard L. Doernberg, ``International Taxation in a Nutshell〔Third Edition〕'' p.3233 (West Publishing
co.1997).
34 Supra note32, Michael Hirschfeld, p.668.
35 Ibid, p.668.
36 ``Return with respect to foreign person holding direct investments in U.S. real property interests''. 1981年規
定され，その後84年，86年に修正を加えられ，現在の形となる。
37 Supra note32, Michael Hirschfeld, p.669.







された。特に，1984年法で改正された §129では，（）1985年 1 月 1 日以後の譲渡に有効な，米
国不動産権益の譲渡について源泉徴収義務を規定した §1445を新たに制定した。また，（）米国





初めて導入されたとされる。1984 Act, P.L. 98369, §138, IRC §7701(b), Deˆnition of Resident Alien and
Nonresident Alien.




















40 ``Withholding of Tax on Dispositions of United States Real Property Interests'' (IRS HP) https://www.irs.gov/
individuals/international-taxpayers/ˆrpta-withholding（最終アクセス2018年 9 月19日).
41 ``About Form 8288, U.S. Withholding Tax Return for Dispositions by Foreign Persons of U.S. Real Property In-
terests'' (IRS HP) https://www.irs.gov/forms-pubs/form-8288-us-withholding-tax-return-for-dispositions-by-
foreign-persons-of-us-real-property-interests（最終アクセス2018年 9 月19日).
42 大蔵省主税局・前掲注31，154～155頁参照。






























































































頁（日本租税研究協会2003年），なおコメンタリーは同書280～288頁参照。原文は OECD ``Model Tax Con-
























Convention on Mutual Administrative Assistance in Tax MattersMAATM，以下「多国間税務執



























最高裁判所昭和49年 3 月 8 日判決（民集28巻 2 号186頁）では源泉所得税の徴収・納付に誤りが
ある場合には，支払者は国に対し当該誤納金の還付を請求することができる旨判示した。水野忠恒
教授は，「これは所得税法第 4 編に関する判示であるが，非居住者又は法人の所得にかかる源泉徴











































































































Michael Hirschfeld, ``Withholding Tax on Dispositions of U.S. Realty by Foreigners'' TAXES-The Tax Maga-
zine Vol.62 No.10, p.667 (CCH Incorporated 1984)
OECD ``Model Tax Convention on Income and on Capital: Condensed Version January 2003.'' (OECD 2003)
OECD ``OECD/G20 Base Erosion and Proˆt Shifting Project Explanatory Statement 2015 Final Reports''
(OECD 2015)

















している。（例/所得税法161条 2 項 3 号→所法161◯三）
